
東南アジア研究 26巻4号

- - - - - , -

園 戯 腰 窟

- - - - - - -

南部に比べるとひどく貧しい自然,長い抵抗戦争

や経済困難の中で,北部ベ トナムの人々は,腹一杯

食べるのが精一杯で,とても味にまで気を回す余裕

などない生活を,長期にわたって強いられてきた｡

社会主義体制下でそのしわよせほ特にホテルや高級

レス トランに集中し,外食といえばそれらの場所で

しか食事をしない-ノイ在住の一般の外国人は,元

フランス領だった土地とは思われぬ食生活の貧しさ

に驚き呆れることになる｡

しかし,他の低開発国と同様, ｢不潔さ｣-の恐

怖を振 り払って一般庶民と同じものを食 べ て み る

と,そこには立派な ｢庶民の味｣が生きていること

がわかる｡それも ｢東アジア世界｣に属する日本人

の口に合 う味が｡そうした味を求めて,辻々で歩道

上に天ぴん棒と大ざるをすえて食べ物を売っている

女性達や,間口一間はどの小さな食べ物屋を訪ねて

回ると, ｢-ノイ探険｣,｢-ノイを理解すること｣
の助けとなるし,会話の練習はできるし,大変な美

人国であるベ トナムゆえしばしば日の保養もできる

し,全 く言うことなしであるO

-ノイでも外食や買い食いは全 く当り前だが,戟

や昼は麺類など軽食が中心だし,夕食はさすがに自

宅で摂る人が多いので,ご鹿と各種のおかずを揃え

ている大衆食堂というのは案外少ないが,最近は大

分増えている｡主なメニューはご飯とご飯にかける

薄味のスープ,肉で作った練製品や ソーセージ,卵

焼に焼豆腐,中華風の肉の煮込みや炊 め物, 揚 げ

負,肉団子,やや上等になるとベ トナム名物のネム

ザソ (春巻き｡南部ではチャーゾ-と呼ぶ)といっ

たところである｡大衆食堂といっても, - ノイの

｢官僚丸がかえ制｣のホテルの食堂よりよほど良い

米を使っており,スープをかけ,ライムの汁と唐芋
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子入 りのヌォックマム (魚醤)に浸したおかずと一

緒に食べる炊きたてのインディカ米は,日本人にと

っても十分おいしいものである｡また食卓には,香

薬類やサニーレタスを山盛 りにしてそえてあること

が多い｡これが料理によく合 うので,寄生虫の心配

など忘れて思わず食べてしまう｡

外国人が最もよく食べる庶民の味はやはり麺類で

あろう｡中でも-ノイのフォー (米から作ったひも

かわ状のうどん)は,南部の細いフォーよりうまい

と言 う外国人も多い｡-ノイのフォーは普通集ガラ

のあっさりしたスープに,具は鶏肉や牛肉とねぎを

そえる.牛肉は生煮えとよく煮たのと二種類あり,

前者を食べるのが通だとい う｡鶏はプpイラーがま

だ少ないので,大抵よくしまって味がある｡好みに

よって唐辛子 (刻んだものまたは汁), 節, ヌォッ

クマムなどを加えて食べるが,暑くて食欲が出ない

時など,思いきり辛 くして汗をだらだら流しながら

フォーを食べ,それから昼寝をすると案外パテない

ですむ｡最近にんにく妙めにした牛肉をのせるフォ

ークイラン (タイ式 うどん?)というものも広まり

つつある｡フォーサオ (焼きうどん)も悪くない｡

フォーはど有名ではないがより用途が広いのは,

ブソと呼ばれる,米から作ったソバほどの太さの麺

である (中部ではブソとい うとうどんぐ らい の太

さ)｡熱い汁 ソバとしてプソモック (五目ソバ),プ

ソズィェウ (蟹のチャウダー入 り),ブンオック(た

にし入 り),冷たいたれをかけて食べるブンポ - ナ

ムポ (牛肉妙め入り), 肉のす り身の串焼きや蟹入

りネムザソなどと一緒に酢をきかせたたれにつけて

食べるブソチャーなど色々な種類がある｡その他,

日常的にも宴会の際なども,ご蕨代わ りにプンを食

べることがよくある｡

ミエソ (春雨), ミー (中華ソ/:) などもよく食

べる.特に最近,ワンタン麺鼻と即席ラーメン (ホ

ーチミン市製)を調理してその場で食べさせる店が
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激増している030年前の日本の即席ラーメンを思い

出させる素朴な味の即席麺を含め,どの麺類もおい

しいのだが,残念なことに-ノイでもやはり,大量

の化学調味料を加える店が多い｡もともと化学調味

料の使われている即席ラーメンに,さらに其白に味

の素をふりかけて出されるのには閉口した｡

元フランス植民地らしく,/ミゲットやクロワッサ

ンなどもあちこちで売っている｡バゲットにパテや

サラミソーセージをはさんで食べさせるのが普通だ

が,味覚が違 うのかそれとも食程不足でタピオカ粉

など混ぜているせいか,-ノイのパンは一般にボソ

ボソ,スカスカでまずい｡それでも最近は,一部ヤ

ホーチミン市に負けない立派なパンを売るようにな

ってきたし,パン屋でよく一緒に売っているソ連製

のバター,チーズなどもおいしいO

あまり海外に解介されていないが,日本人の一部

に熱狂的なファンがいるのがソイ (お こわ) で あ

る｡南部のソイは豆などを炊き込んだものが多 い

が,北部では普通,モチ米だけ炊いたア ツア ツの

に,豚の煮込み,サラミソーセージ,肉で作ったさ

つま揚げ風や ソーセージ風の練 り製品,肉でんぶ,

ゆで卵を焼いたものなどのおかずをのせて食べる｡

油っこいものが好きな人にはこたえられない味であ

るD

この他,米製品は実に多彩であ る｡ チ ャオ (カ

ニ),旧正月に食べるので有名なパィソチュソ (豚

の肉とあぶら身,青豆などの入った底面が真四角の

チマキ),バィソザイ (丸餅) などよく食べるし,

その他,肉入り,青豆で作った甘いあん入 りなど様

々なチマキや餅がある｡対照的に小麦食品は貧弱だ

が,肉まんや月餅などは店によって割合おいしいの

もある｡かつて華僑が多かった時代にはもっとおい

しかったのだろう｡

その他,ちょっとした食べ物,おやつとして,メ

ィソクオン (米の粉で作るお好み焼き), バィント

ム (えびのかき揚げ),バィソゴイ (鮫子風のもの)

などもよく食べるし,チュングィットpン (ふ化寸

前のあひるの卵)とか豚の腸,血など日本人には恐

ろし気に感 じられるものも,ベ トナム人は精がつく

と言ってよく食べている｡

果物の路上での切売 りも目立つ｡バナナ,′くパイ

ヤ,パイナップル (塩と唐辛子をつけて食べる)な

どは一年中あるし,夏になるとミット(ジャックフ

ルーツ)の甘い匂いがあちこちの歩道上に漂 う｡甘

味屋も多く,バィンチュオイ (薄切 りバナナの揚げ

たもの), バィソチョイやバィソチャイ (いずれも

白玉団子風のもの), バィソザソ (まん丸 の ドーナ

ツ), チェ-ド-デソ (ぜんざい｡冬は熱く,夏は

氷を入れて食べる)など,甘党の楽しみには事欠か

ない｡夏の歩道上の,昼のアイスキャンデー売 り,

夜の砂糖きびジュース売 り,冬の歩道上の焼きとう

もろこし売 りやふかしイモ売 りなども,ノ､ノイの風

物詩である｡

休憩時間や食後には,皆よくカフェーに行く｡大

昔のポップスや｡ック,ディスコ音楽がボ1)ユーム

を上げた日本製ラジカセから鳴り響 く中で,フラン

ス式にこがした豆の濃厚なコーヒーに砂糖やコンデ

ンスミルクをどかっと入れたやつを飲むのも,慣れ

ると悪 くない｡カフェーには必ずベ トナム名物ライ

ムジュースやマンゴー,ヤシなどのジュースもある

し,近頃は結構まともなケーキやマドレーヌ,アイ

スクリームを食べさせるカフェーも出現している｡

カフェーの他に ｢茶店｣も至る所にあり,ベ トナ

ム茶 (ウ-ロン茶に似ている)をおちょこほどの小

さな湯呑みで何杯も飲みながら餅菓子を頬張るのも

中々おいしい｡総じて-ノイでは,高級 レス トラン

やカフェ-などの ｢モダンな｣場所はあまり感心し

ないが,夜の大衆食堂や茶店の薄暗い裸電球の下,

あるいは黒々と静まりかえった並木の下の歩道上に

並べられた小さな木のベンチや風呂場の腰掛け風の

低い椅子に座って,庶民の味を口に運んでいると,

何とも言えぬ懐かしい気持ち,-ノイの悠久の歴史

の中に身を置いているような感覚にとらわれる｡目

の荊の,整った顔立ちとはアンバランスな口やかま

しさの陰に,どこか生活の疲れの見える店番のおば

ちゃんの姿に,-イバーチュソ (後一世紀,後漢の

支配に抗した姉妹の民族英雄)辛,米兵に銃を付き

つけている女性民兵のイメージが重なるOネクラな

ベ トナム研究者の至福のひとときが過ぎてゆく｡
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